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1. はじめに
日本は，諸外国を魅了する有形・無形の文化財を持っ
ている．外国人に対し，日本文化への理解と関心を高め
る目的で，多様な文化芸術活動がおこなわれている [1]．
日本在留の外国人に日本文化への理解と関心を高める利
点として，２つ挙げられる．1つ目は，外国人が日本文
化を理解し，魅力に触れ，日本での生活に対する精神的
な充実感がより得られることである．2つ目として，こ
れが日本の文化財の維持・継承・発展に貢献することで
ある．しかし，異文化への不理解や言語の壁のため，外
国人は，自身の興味対象が分からない．
本研究では，ソーシャルネットワークサービス（SNS）
上のインスタントメッセージ（IM）の即時性の高さを活
かし，デジタル・コンテンツへの反応から，日本文化の
興味を発見する手法を提案する．これに基づいて，日本
文化への興味対象がわからない外国人をサポートするシ
ステムを構築する．

2. 研究背景
文献 [2]では，ツイッターにおける大量のコンテンツ
からユーザの興味を推定する手法が提案されている．こ
の研究では，手法を適用するために膨大な投稿が求めら
れる．したがって，本研究では，即時性の高い IMを活
かし，膨大なデータを必要としないユーザの興味を発見
する手法を提案する．これにより，日本在留の外国人が，
より自身の興味のある日本文化に触れ，充実感を向上す
ることができる．

3. 興味要素分析手法
3.1 システム概要
本研究では，チャットログを分析することで, ユーザ
の持つ興味を抽出し，話題を提供するシステムを提案す
る．本研究では，ユーザの興味を抽出するために，興味
分野と興味要素をする．興味分野とは，自然・歴史・日
本画のように，日本文化におけるあるジャンルを示す．
それぞれの関連語句は，興味分野のうち，もっとも関連
性が強いものに属すると捉える．よって，興味分野に属
する関連語句は排反であると仮定する．
ユーザが最も興味を持っている可能性の高い興味分野
を興味要素とする．これは，4往復のチャットログごと
に推定される．
これにより，会話を通して時系列的に興味を分析する
ことができる．システムにより推定された興味要素に基
づき，関連する話題を提供することで，ユーザは興味を
発見することができる．
提案システムの概要を図 1に示す．本システムは 4往
復分のチャットログをチャットセグメントとし，これを
分析することで興味要素を推定する．そして，興味要素
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図 1: システム概要

図 2: 興味要素分析部の内部構造

に基づき，話題を提供する．日本文化に対する興味の発
見を求める外国人をユーザ，ユーザをサポートする人物
をコンサルタントとし，ユーザとコンサルタントが SNS
やメッセンジャーなどを通し，本システムを利用する．
まず，コンサルタントが自身の経験に基づき，ユーザ
へ話題を提供する．会話を進めていく中で，チャットセ
グメントごとに，どの興味分野の関連語句がどれだけ出
現したかを記録しておく．さらに、特定のチャットセグ
メントにおいてそのユーザが興味を示したとき、興味要
素とチャットセグメント内のすべての関連語句を組にし
て記録しておく．
3.2 興味要素の分析
新たなチャットセグメントが発生したとき、上記の記
録を使って、ユーザが持つ興味要素を興味要素分析部が
推定する．話題提供部では，推定された興味要素に関す
る話題がユーザとコンサルタントの双方に提供される．
興味要素分析部の概要を図 2に示す．まず，チャット
セグメントに出現する関連語句を形態素解析する．本研
究では関連語句を名詞に限定する．興味要素は，ベイズ
の定理に基づき算出される事後確率により決定する．こ
れまでのすべてのチャットに現れた関連語句について，
興味分野ごとの関連語句の出現回数が，全分野の関連語
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句の出現回数に占める割合として，ある興味分野にユー
ザがもっとも強い興味を示す確率，すなわち，ユーザの
特定の興味要素が発生する事前確率を求める．話題が盛
り上がった，過去のチャットセグメントに現れた関連語
句を使い，ある興味要素がわかっているときの，話題が
盛り上がるチャットセグメントの発生確率を尤度と考え
る．事前確率と尤度の積に，事後確率は比例する．事後
確率は，話題が盛り上がったチャットセグメントが得ら
れたときに，それが特定の興味要素が原因であることを
示している．よって，事後確率がもっとも大きい興味分
野が，興味要素であると推定できる．
3.3 興味分野と話題の盛り上がり
本研究では，過去のすべてのチャットセグメントで，
各興味分野に対し，それに属する関連語句が出現した回
数を記録した興味分野データベースをあらかじめ準備す
る．興味分野データベースは，興味分野とその関連語句
の出現回数からなるテーブルである．
過去のチャットセグメントにおいて，興味を持ってい
るときに発せられる感情語が現れたものを収集する．本
研究で扱う感情語は，“wow”，“definitely”，“uhm”な
どである．これらのチャットセグメントは，過去のユー
ザの興味を示したものである．そこに現れた語句の集合
を，新しいユーザが発生させた場合，その新しいユーザ
も過去のユーザと同じような興味を持っているとみなす．
さらに，本研究では，これらの感情語が現れたときの
チャットセグメントを，ユーザの興味要素とともにバー
スト・データベースに記録しておくものとする．バース
ト・データベースは，話題が盛り上がったチャットセグ
メントの集合である．このチャットセグメントは，興味
要素と，そこに現れた関連語句の集合の組である．
3.4 ベイズモデルの応用
本研究では，ベイズモデルを応用することで，チャッ
トセグメントを得たときの，事後確率が最も高い興味
分野を興味要素とする．チャットセグメントを doc，興
味分野を catとする．docを得たときに catの事後確率
P (cat|doc)はベイズの定理に基づき，以下の式によって
与えられる．

P (cat|doc) = P (doc|cat)P (cat)

P (doc)
(1)

ここで，P (doc|cat)は過去のチャットで，特定の cat
に得たチャットセグメント docが含まれる確率，P (cat)
は特定の catが発生する確率，P (doc)は特定の docが過
去のチャットで発生する確率である．また，興味要素は
興味分野の事後確率の大小関係から求められるため，式
1に比例する以下の式から求める．

P (cat|doc) ∝ P (doc|cat)P (cat) (2)

P (cat)は，過去のチャットデータを訓練データとし，
各興味分野のチャットセグメントが総チャットセグメント
に占める割合である．訓練データは興味分野データベー
スからのデータである．
興味分野データベースでは，i番目の興味分野 catを

catiとする．それに属する各単語はもっとも関連が深い
興味分野にしか属さないとし，それの出現回数を fi を
格納する．よって，P (cat)を算出できる．

本研究では，bag-of-words法に基づき，単語間の独立
性を仮定する．すなわち，チャットセグメント docを解
析から得た関連語句の集合word1，word2，…，wordkと
捉え，単語の順序を無視する．よって，P (doc|cat)を以
下の式で求められる．

P (cat|doc) = P (word1 ∧ ... ∧ workk|cat)
=

∏
i P (wordi|cat)

(3)

ここで，P (wordi|cat)は，訓練データの興味分野 cat
で，そこに含まれる全チャットセグメントの単語数V に対
する，単語wordiの出現回数の比である．興味分野 catで
のwordiの出現回数をT (cat, wordi)とし，P (wordi|cat)
は以下の式で計算する．

P (cati) =
T (cat, wordi)∑

wordj∈V T (cat, wordj)
(4)

実用上，興味分野 catに出現しない単語があると，確
率が 0になるため，分母は対象興味分野 catに出現する
単語に限定する．得たチャットセグメントから求める興
味要素を catm とし，以下の式で算出する．

catm = argmaxcatP (cat|doc)
= argmaxcatP (cat)

∏
i P (wordi|cat)

(5)

ここで，チャットセグメントの中に多くの単語が含ま
れる場合，

∏
i P (wordi|cat)がアンダーフローを起こす．

これを解決するために，式 5の対数をとり，以下の式で
計算する．

catm = argmaxcat logP (cat|doc)
= argmaxcat(logP (cat) +

∑
i logP (wordi|cat))

(6)
ここで，catm を大小関係から求められるため，対数
をとっても結果は変化しない．式 6の結果を興味要素と
する．

4. おわりに
本研究では，IMにおけるユーザとコンサルタントとの
チャットログを分析し，ユーザの日本文化に対する興味
を発見する方法を提案した．今後の課題としては，バー
スト・データベースに更新するチャットセグメントの盛
り上り度を評価することが挙げられる．これにより，興
味を抽出する精度の向上が期待される．今後は，システ
ムがコンサルタントの役割を担当することを目指す．
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